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ホームドア整備について

2024/8/23 東急電鉄株式会社
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東急電鉄のホームドア整備の状況
ホームドア/センサー付固定柵の整備状況

 整備状況の内訳
 ホームドア:79駅
 センサー付き固定柵:22駅

ホームドア整備の推移

 経緯
 2000年 : 私鉄で初めて、目黒線にホームドア設置

東急多摩川線にセンサー付き固定柵設置
 2019年 : 東急全線に、大手民鉄で初めて、ホームドア・セ

ンサー付き固定柵の設置100％を達成

▣ 2020年に東急線全駅※にて、大手民鉄初、ホームドア/センサー付固定柵の100%設置
※こどもの国線、世田谷線を除く

▣ 2015～2019年度にかけて加速的にホームドアを設置（年平均:13.5駅、最大:19駅）

目黒線開業にあわせ、
私鉄で初めてホームドア設置

大手民鉄で初めて、全線にホームドア・
センサー付固定式ホーム柵の設置100％

東横線・大井町線・田園都市線に
ホームドア導入を社内決定
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ホームドア/センサー付き固定式ホーム柵の効果
ホーム転落件数の推移

 定量的効果
 設置前後のホーム転落件数:▲95％※

※2014年と2022年度比較により
 設置後の平均ホーム転落件数:約7件/年

設置完了前

 センサー付き固定柵による効果
 乗降人員が少ないかつ低速路線は、ホームドアに

比べ低コストで安全性を担保

 導入経緯
 ワンマン化にあたり列車出発時の安全確保に課題
 池上/多摩川線は優等列車/通過列車がなく、

進入速度も40km/hと他路線と比較し低速
 乗降客数が少なく、転落件数が少ない

▣ ホームドア/センサー付固定柵の設置前後でのホーム転落件数が▲95%
▣ お客さまへの安心感の醸成や、乗務員の人身事故に伴う心理的負担の削減によるES向上

ホームドアに比べて低コストで安全性を担保できる
センサー付き固定柵を導入

全線設置完了後

センサー付き固定柵について
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工期短縮/コスト低減への創意工夫
②車両改修不要な新たな『ホームドア開扉システムの開発』

③『夜間回送列車によるホームドア一括運搬』

① 施工量の多い「盛土ホーム」における『工法の工夫』

1ホーム（10両編成）の通常8日（8夜間）の所、
本方式の採用により、1日（1夜間）での搬入･設置を実現

田園都市線では、ホーム上の列車検知センサーを活用した
新たなホームドア開扉システムを開発

杭1本当りコストを2/3に削減（①）
既存擁壁を活用しない場合に比べ3～5割の工程短縮（②）

▣ 様々な創意工夫を実行し、最大19駅/年、4年間で54駅のホームドア整備を早期に実現

④電気部と工務部を一体とする『プロジェクトチームの整備』

「人」「物」「金」の一体化・一元化による推進力の強化
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ホームドア整備の振り返りと今後の整備促進に向けて

 ホームドア整備の振り返り
• ベストプラクティスの共有
 狭小駅での整備
 設置中の安全確保方 など

 新たな助成制度の検討
• 保守/更新等の維持管理に対する助成
• CBMや新技術活用等に対する助成
• 整備時の乗降客数等の補助対象となる要件緩和
• ホームドア整備と一体で実施する駅改良工事に対する助成
 駅改良工事への追加助成
 容積率緩和 など
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京浜急行電鉄株式会社

202４年８月2３日

ホームドア整備に関する取り組み
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１．ホームドア整備状況・整備計画

〇営業キロ 87.0ｋｍ 一日平均輸送人員 119.4万人（2024年３月末現在）

〇駅数 72駅（泉岳寺駅除く） 東京都内 19駅

〇ホームドア整備駅 14/72駅 東京都内 5/19駅（2024年３月末現在）

〇整備状況および整備計画（東京都内駅）

・2010年度 羽田空港第３ターミナル駅設置（開業時）

・2018年度 羽田空港第１・第２ターミナル駅設置

・2019～2023年度 ３駅設置（平和島駅，梅屋敷駅，京急蒲田駅）

・2024～2026年度 ９駅設置予定（青物横丁駅，大森海岸駅，大森町駅，雑色駅，六郷土手駅，糀谷駅，
大鳥居駅，穴守稲荷駅，天空橋駅）

※品川駅，北品川駅は，品川駅付近連続立体交差事業と合わせて整備

梅屋敷駅

- 35 -



２．ホームドア整備に関する取り組み

お客さまのご利用状況や昨今の事故発生状況などを総合的に踏まえた優先順位をもとに整備を
加速化し，2030年代初頭までに全駅でのホームドア・ホーム固定柵の設置を目指します。

※2018年11月QRコード開閉連携システム（新型
QRコードを利用したホームドア開閉システム）
使用開始。
これにより車両側
の改修なしに整備
が可能となり，
４扉車両の代替更
新（３扉車両）前
倒しと併せて整備
を推進
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設置計画（全線）
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2030年代
初頭

2024～2026年度は
24駅に設置予定

800形（4扉）※全車両廃車代替

〇ドア数の違う車両が混在

2100形（2扉）

600形・1000形・1500形（3扉）

※ ４扉車両の代替更新（３扉車両）を前倒し

ＱＲコード

読み取り装置
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都営地下鉄のホームドア
整備について

東京都交通局
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都営地下鉄におけるホームドア整備

 平成10年度、三田線においてワンマン化を進めるため、営業中の路線として初め
てホームドアの整備を開始（12年度完了）

 ホームからの転落による事故を防止するため、全路線に順次展開
 令和５年度 全106駅の整備完了
 三田線では、８連化に合わせて、令和４年度までに老朽化したホームドアを更新

ホームドアの整備状況

平成12年度

大江戸線

新宿線
令和５年度

三田線 平成25年度

浅草線

平成10年度

平成20年度

平成25年度 令和元年度

三田線（8連化に合わせ更新）

令和元年度 令和４年度
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ホームからの転落件数の推移

R４年度更新後の
三田線ホームドア

大江戸線ホームドア

大江戸線整備完了 新宿線整備完了 浅草線整備完了

整備率 100 %

転落件数０

※三田線 H12年整備完了

 令和５年度、転落件数「０」を達成
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QRコードを用いたホームドア開閉制御（浅草線）

QRコードによるホームドア
開閉連動技術（公開特許）

①ホーム上のカメラ（読取装置）で
車両ドアのQRコードを読み取り

②編成車両数や車両ドア数などの情
報を取得

③QRコードの動きを検知し車両ドア
の開閉に合わせホームドアを開閉

カメラ（読取装置）

※QRコード

ホームドア

※QRコードは
株式会社デンソーウェーブの登録
商標

（浅草線での課題）

• 複数の鉄道事業者による相互直通運転を行っている
ことから、各社からの乗り入れ車種が多い

• 車両ドアとホームドアを従来の方式で連動させるに
は、車両設備の大規模な改修が必要であり、車種に
よっては改修が困難

多くの経費と時間が必要

（解決策）

車両側の機器を必要としない、QR
コードを用いたホームドア開閉連動
技術を民間事業者と共同で開発（世
界初）し、課題を解決
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